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A - Brace for Impact! 解説

原案：noya2 問題準備：Rice_tawara459
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A：問題概要

凸多角形 P が与えられる

その内部の点 q の安全度を，「ランダムな方向 θ から速度 1 で波面が来るとしたとき，
波面が P に触れてから q に至るまでの時間」の期待値として定める

q を自由に選べるとき，安全度の最大値はいくらか？
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A：解法

実は安全度は q に依らない

安全度への寄与を，方向 θ, θ + π で合わせて考えるとよい

θ 方向の P の幅の期待値が重要

幅は各辺の寄与に分解できる！

P のほうを θ だけ回転させて，一定方向の幅 = 高さを見る
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A：θ だけ回転させたときの高さを辺の寄与に分解

左から見える辺
の鉛直成分

右から見える辺
の鉛直成分

θ 方向の高さ

回転 θ

 各辺の高さは多角形の高さの 2 倍に寄与する
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A：結論

P を一回転させると，各辺はそれぞれ一回転する

各辺の寄与は，辺の長さの定数倍になる

適当に積分する or サンプルを見ることで，その定数倍が 1

2π
であると分かる

結論
P の周長

2π
が答え

計算量は O(N) time
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A：統計情報

AC teams / Trying teams
4 + ? / 8

First Acceptance
fujiiro_mushikui (126 min)
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